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要   旨： 

従来の「自然の価値」研究においては、人間にとっての自然の利用価値・経済価値の

分野、とりわけ、公共財的特性を持つ市場では評価が困難な価値の評価が研究の中心で

あった。しかし、近年、自然のもつ価値を人間にとってではなく、生態系そのもののた

めの価値、いわゆる、自然の持つ生態系サービス価値（生命維持サービス、生物多様性

および生態系の健康）の評価および保存のための価値の市場化に関する研究への関心が

高まっている。 

 本論文はこのような生態系サービス（非経済的価値）を市場化（経済価値化）し、そ

れによって、地域の生態系を保存し、併せて、地域の経済的自立を目指すことの可能性

を試みたものである。そのため、フィールドワークとして高知県仁淀川町を対象として

より具体的な生態系サービスと地域経済の自立の可能性を考察している。このケースス

タディの成果が直ちに同じような他の地域においても成り立つものとは必ずしも言え

ないが「地域の自然資源の市場化による地域経済の自立」に関する地域研究として意義

ある研究として評価できよう。本論文で取り上げられた地域の自然資源は農業、エコツ

ーリズムおよび小水力発電であり、それぞれのケースについて、理論的・政策的背景を

明らかにしながら、その市場化の可能性に検討を加えている。 

 非経済的価値を経済価値化し、それによって非経済的価値を保全するという、一見矛

盾した試みは、アメリカでは多くの事例がある。論文において取り上げられている生物

多様性オフセットやバンキングもその一つであるが、ニューヨーク市マンハッタン地区

の飲料水供給（水源地の生態系保全）やイエローストーン国立公園における生態系保全

のための野生の「狼」の導入等が有名であるが、我が国での実践例は少ない。この意味

で本論文の試みは評価されてよいが、問題も多い。一つは、論文での専門用語の使い方

及び理解度である。最適規模と適正規模の混同、Empty World と Full World の使い

方、さらに生態系サービスへの理解度である。生態系サービスとは、生態系にとっての



価値であり、人間にとっての価値ではない。生態系サービスの市場化の目的は生態系の

保全であって、経済活動の生態系への影響の軽減にあるのではない。本論文で検討が加

えられている事例はいずれも、経済活動の生態系への負荷を軽減する試みであり、生態

系そのものの保全を目指した経済価値ではない。「生態系サービスの市場化」ではなく、

「地域の自然資源の活用」による経済活動の自然への影響の軽減の試みになっている。 

いま一つは、自然－社会－経済の関係の捉え方である。地域研究では、地域に特有・

固有の社会的・制度的・文化的関係への省察は避けて通れない。これによって、特定地

域の特殊性と普遍性が区別され他の地域との比較が可能となるのである。しかし、本論

文では、一般的理論的枠組みでの社会関係の分析にとどまり、地域性が捨象されること

になった。このことが「地域資源の活用による地域経済の自立」分析との印象を与える。 

いずれにしても、このような限界は研究者としての道を歩み始めた若い研究者のこれ

からの課題であろう。 

よって、本論文は、博士（政策科学）（同志社大学）の学位を授与するにふさわしい

ものであると認められる。 










